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１．現状認識と目指す姿【目標】

① 現状
【月面開発の現状】
・将来の月面資源獲得等を見据え、米中始め世界各国で月面開発競争が激化。米国は、現地時間３月24日に

月面基地に注力することを公表。３月の高市総理訪米時の米側ファクトシートでも月面基地への日本の協
力を求める内容が記載されるなど、国際パートナーとしての日本への期待が大きい。

・我が国は米国主導の月面国際宇宙探査計画（アルテミス計画）に参画し、月面開発を推進してきた。この
中で、高精度な月面輸送技術、居住空間を備えた世界初の有人月面探査車（有人与圧ローバ）の開発に向
けた技術等を保有。将来的の月面活動を見据え、月面輸送ビジネスのような宇宙産業に加え、通信や水資
源など地上産業の民間企業も宇宙分野に参入しつつある。

【地球低軌道開発（宇宙ステーション）の現状】
・宇宙ステーションは2030年頃に終了を予定し、米国では、官民連携の下、民間企業が新たに宇宙ステー

ションを打上げ・運営し、低軌道ビジネスを目指す（半導体製造、ライフサイエンス（創薬等）、宇宙観
光等）。中国・ロシア・インドも独自に建設を進める。

・我が国は、宇宙ステーションへの物資補給機（HTV-X）や実験施設（きぼう）、宇宙デブリ除去など、世
界有数の低軌道技術を保有するが、民間宇宙ステーションでの民間企業同士のビジネスが創出される中、
民間企業が宇宙ステーションを活用したビジネスのグローバルな競争下に晒されることとなる。

② 取り巻く環境と構造変化
・「官から民へ」の動きが加速（民間活力でスピード・コスト競争力の確保等を目指す）
・経済上や安全保障上の重要性が高まり、米中の競争が激化、技術を自立的に保有する動き。

（米国からも日本は国際パートナー・商業パートナーとしての参画が期待され、日米宇宙協力は日米協力
の重要な協力の１つとなっている）

③ 経済的・戦略的な重要性
我が国は月面・低軌道の活動に関する重要技術を有する数少ない国。

（例えば、月面輸送技術は日米露中印、低軌道輸送技術は日米露中のみが保有）
• 経済的重要性：月面・地球低軌道分野の世界市場の規模が2040年で各2.5兆円、3.3兆円と予測される中、

長年にわたり積み上げてきた当該分野の知見を次世代につなげ、宇宙産業や宇宙関連産業の成長を我が国
の更なる経済成長に取り込むことが重要。

• 戦略的重要性：安全保障分野含め、我が国の自律的で自在性を持った宇宙空間へのアクセスの確保が重要。

(1)現状 (2) 目標
① 国内外で獲得を目指す市場
・月面での経済活動が発展し、 2040年の世

界の月面市場は年間約2.5兆円規模と予測 
(PwC, 2026) 。我が国としては、2040
年に、国内外で約8,000億円/年の市場獲
得を目指す。(PwC (2026)を基に文部科学省
試算)

・宇宙ステーションは民間主体に移行
（2030年頃～）し、2040年の世界の地
球低軌道市場は年間約３兆円規模と予測 
(Citi, 2022)。我が国としては、2040年
に、国内外で約3,300億円/年の市場獲得
を目指す。（Citi (2021)を基に文部科学省試
算）

② 達成すべき戦略的な目標
・日本の強みを生かし、技術の開発・商業

化を通じて、我が国の月面・地球低軌道
活動の確保や、これを通じた経済成長を
目指す。

・将来の月面活動を支える着陸機、モビリ
ティ、通信、水資源活用といった月面イ
ンフラ構築に向けて、我が国の官民の月
面利用・技術実証の実績を積み重ねると
ともに、継続的な月面アクセス基盤を確
保する。
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２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】

・非宇宙を含む幅広い企業に対して、月面機器
開発支援や月面利用実証の場の提供を行い、
インフラ整備を進めるとともに、継続的な月
面アクセス基盤も確保する。

・我が国が強みを有する月面移動（有人与圧
ローバ等）、宇宙ステーション輸送（HTV-
X等）、宇宙デブリ除去等の基盤技術の高度
化・商業化も進める。

① 投資内容
【継続】
 ・月面着陸機の開発・製造
 ・有人与圧ローバの研究開発・製造
 ・宇宙ステーション輸送機の開発・製造
【新規】
 ・将来月面活動のための月面機器開発・実証

支援

② 投資額・時期

(2)官民投資の具体像 (3)定量的なインパクト
① 勝ち筋
・将来の官民の月面活動のためには、まずは月面活動を支

える基本インフラが必要（通信/測位、電力、建設、生
命維持、居住、資源、食料、モビリティ）。
※「月面活動に関するアーキテクチャの検討について」（内閣府）

・インフラ整備のためには、非宇宙分野も含む多くの企業
の参画が必要となるが、現時点では、月面向けの機器開
発や実証のための月面アクセスは、コスト・技術面で参
入障壁が高い。

・このため、通信・水資源を始めとする地球上のビジネス
の強みを生かして月インフラの整備が可能な非宇宙を含
む企業に対して、月面機器開発支援や月面利用実証の場
の提供を行い、全体感（月面アーキテクチャ）に基づい
た効率的な月面インフラ整備を進めるとともに、継続的
な月面アクセス基盤も確保する

・これにより、我が国としての月面活動の確保や、外需を
含む月面市場の獲得を目指す。

・地球低軌道については、官主導から官民協働へと潮流が
変化する中で、我が国企業が激しい競争を勝ち抜き、微
小重力実験環境を活用した高付加価値市場の獲得に向け
て、輸送技術やデブリ除去技術等の開発・商業化。

② 我が国として構築すべき機能
・月面機器開発支援・月面利用実証の場の提供、継続的な

月面アクセス基盤の確保
・月面移動（有人与圧ローバ等）、宇宙ステーション輸送

（HTV-X等）、宇宙デブリ除去等の基盤技術の高度化・
商業化

(1)基本戦略

① 官民投資による経済波及
効果

② 官民投資に付随する関連投資
誘発効果

（官民投資ロードマップの取りまとめまでに提示）

（官民投資ロードマップの取りまと
めまでに提示）

航空・宇宙
月面探査・低軌道技術



３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
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• 月面インフラ整備には、非宇宙を含む多くの
企業（通信、モビリティ、資源、建設等）の
参画が重要だが、月面アクセスの高いハード
ル、高度な月面機器の開発が必要。

• 宇宙ステーションは2030年頃に民間主体で打
上げ・運営する予定だが、民間企業間の激し
いグローバルな競争に晒されることが想定。
強大な資金力を有す米国企業と比べ、我が国
の民間企業の参入が困難。

具体的には、
①リソース制約
・技術：重量・安全性能など極限環境の技術制

約
・資金：巨額の資金及び長期の研究開発
・人材：１回の開発が長期化し技術継承が困難
・インフラ等：製造施設、試験設備
②不確実性の要因
・事業・技術：月面も低軌道も新規市場であり、

市場の獲得が研究開発成果に依存
・市場：市場形成の不確実性、競争環境の激化
・財務：不確実性やリスクにより資金調達が困

難
・国際環境・政策：米中競争に伴う地政学リス

ク、海外政策変更リスク
・社会：打上げ時等の環境への負荷

(1)投資促進に向けた課題 (2)講じるべき政策パッケージ
①国内投資支援
【直接投資】
・月面機器開発支援・月面利用実証の場の提供、継続的な月面アクセス基盤の確保
・有人月面探査車（有人与圧ローバ）、宇宙ステーションへの物資輸送（HTV-X等）、デ

ブリ除去等の基盤技術の開発・商業化
・月面移動（有人与圧ローバ等）、宇宙ステーション輸送（HTV-X等）、宇宙デブリ除去

等の基盤技術の高度化・商業化
【間接投資】
・月面・地球低軌道産業の政府によるサービス利用

②需要創出・市場確保・社会実装支援
・非宇宙産業を含む企業の参画の下で、将来の月面活動を支える月面インフラの整備を行

うことによる、将来の月面利用産業（需要サイド）の拡大
・月面・地球低軌道産業の政府によるサービス利用をきっかけとした、需要創出や社会実

装支援

③立地競争力強化
・月面・地球低軌道上の我が国の産業活動や国際競争力を支える国内産業の育成
・国産ロケット活用も含む、日本としての技術の自立性や安定したサプライチェーンの確

保、これによる国際競争力強化

④国際連携
・米国の宇宙ステーション運営事業者（CLD企業）と関連日本企業との日米の企業間の連

携促進
・米国・欧州等の同志国との連携によるグローバル市場獲得や安定したサプライチェーン

の確保
・宇宙デブリ低減に向けた国際ルールメイキングへの貢献

航空・宇宙
月面探査・低軌道技術



強み：
・我が国は月面・低軌道の活動に関する重要技術を有する数少ない国。米中の競争が激化する中で米からの日本への期待は大きい。
・既に米国主導の月面国際宇宙探査計画（アルテミス計画）に参画し、月面インフラ構築に必要な、高精度な月面輸送技術、居住空間を備
えた世界初の有人月面探査車（有人与圧ローバ）の構築技術、通信・水資源等の月面でも必要となる高度な地上技術を保有。

・宇宙ステーションへの物資補給機(HTV-X)や実験施設（きぼう）、宇宙デブリ除去など、数か国のみが保有する宇宙ステーション技術を保有
主な課題
（ボトルネック） 目指すべき姿

勝ち筋• 月面インフラ整備には、非宇宙
を含む多くの企業（通信、モビ
リティ、資源、建設等）の参画
が重要だが、月面アクセスの高
いハードル（約2億円/kg）、
高度な月面機器の開発が必要。

• 宇宙ステーションは2030年頃に
民間主体で打上げ・運営する予
定。民間企業間の激しいグロー
バルな競争に晒されることが想
定。強大な資金力を有する米
国企業と比べ、我が国の民間
企業の参入が困難。

•我が国が強みを有する月面輸送技術を活用して、月面アーキテク
チャに基づき戦略的に、地球上での既存ビジネスの強みを生かしな
がら月面開発に挑戦する企業の月面インフラ整備を支援
（月面アクセスのための輸送枠の提供＋月面機器開発支援）

•米中露日のみが技術を保有する輸送機（我が国におけるHTV-
X）の高度化・商業化を通じて、官民協働に移行する新宇宙ステー
ションにおいても貢献を維持することで、日本の民間企業の地球低
軌道へのアクセスを確保

・日本の着陸機で月面に降り、有人与圧
ローバで移動し、探査結果を通信し、水
を循環させ居住する、月面インフラビジネ
スの獲得。
（2040年に世界全体で年間約2.5兆円の市場
のうち、日本が約8,000億円の確保を想定）

・半導体や創薬など、微小重力を活かした
実験環境の成果を地球上で実践し、将
来市場を獲得。民間ステーションでも日
本企業が実験できる環境を実現。
（2040年に世界全体で年間約3兆円の市場の
うち、日本が約3,300億円の確保を想定）

施策
輸送・モビリティ分野への投資
・月面着陸機の開発・製造
・有人与圧ローバの研究開発・製造
・宇宙ステーション輸送機の開発・製造
新たな市場構築に向けた初期実証
・将来月面活動のための月面機器開発・実証支援
※低軌道（地球低軌道）は、高度2,000km以内の地球周回軌道を指し、本資料では主に高度約400kmを飛行する宇宙ステーションを指す。

方向性

66

航空・宇宙
月面探査・低軌道技術


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	AI・半導体��1. バーティカルAI（領域特化型AI）�
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 7
	デジタル・サイバーセキュリティ��2. AI時代に対応した先進的サイバーセキュリティ製品�・サービス�
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 12
	デジタル・サイバーセキュリティ��3. クラウド・データセンター
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 17
	デジタル・サイバーセキュリティ��4. クラウドネイティブに最適化された医療ＤＸ基盤�
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 22
	デジタル・サイバーセキュリティ��5. 自動運転技術
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 27
	情報通信��6. 海底ケーブル
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 32
	情報通信��7. 次世代ワイヤレス�（非地上系ネットワーク、5G/Beyond 5G（6G) 等）
	１．当該分野の現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 37
	量子��8. 量子通信・ネットワーク
	スライド番号 39
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 42
	量子��9. 量子センシング
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 47
	防衛産業��10. 艦艇
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 52
	防衛産業��11. デュアルユース技術
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 57
	航空・宇宙��12. 人工衛星・サービス
	スライド番号 59
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 62
	航空・宇宙��13. 月面探査・低軌道技術　
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 67
	海洋��14. 海洋状況把握（MDA）
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 72
	海洋��15. 革新的海底開発技術・システム
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 77
	造船��16. 船舶修繕
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 82
	マテリアル（重要鉱物・部素材）��17. 革新的金属部素材
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 87
	マテリアル（重要鉱物・部素材）��18. 低炭素金属部素材（鉄鋼以外）
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 92
	マテリアル（重要鉱物・部素材）��19. 一次原料（鉱石等）及び二次原料（リサイクル材等の�循環資源）からの製錬・分離精製、解体選別技術�
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 97
	マテリアル（重要鉱物・部素材）��20. AI等を活用した複合新素材�
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 102
	創薬・先端医療��21. 革新的デバイス（AI、ロボティクス等）を活用した先端医療
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 107
	創薬・先端医療��22. ライフログデータ等を活用したヘルスケア関連サービス
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 112
	資源・エネルギー安全保障・GX��23. 次世代型地熱
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 117
	資源・エネルギー安全保障・GX��24. 洋上風力
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 122
	資源・エネルギー安全保障・GX��25. 次世代革新炉
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 127
	資源・エネルギー安全保障・GX��26. GXケミカル
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 132
	フードテック��27. 食品機械
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 137
	フードテック��28. 新規食品
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 142
	港湾ロジスティクス��29. サイバーポート（港湾物流DX）
	スライド番号 144
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 147
	港湾ロジスティクス��30. 次世代型倉庫
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 152
	コンテンツ��31. アニメ
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 157
	コンテンツ��32. マンガ
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 162
	コンテンツ��33. 音楽
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 167
	コンテンツ��34. 実写
	１．現状認識と目指す姿【目標】
	２．勝ち筋の特定と官民投資の具体像、定量的インパクト【道筋】
	３．官民投資促進に向けた課題と政策パッケージ【政策手段】
	スライド番号 172



